
決算特別委員会会議記録

決算特別委員長 木付 親次

１ 日 時

令和３年１１月４日（木） 午前１１時００分から

午前１１時０９分まで

２ 場 所

本会議場

３ 出席した委員の氏名

木付親次、大友栄二、井上伸史、吉竹悟、今吉次郎、後藤慎太郎、鴛海豊、

古手川正治、麻生栄作、高橋肇、羽野武男、二ノ宮健治、守永信幸、原田孝司、

小嶋秀行、吉村哲彦、戸高賢史、堤栄三、荒金信生

４ 欠席した委員の氏名

太田正美、成迫健児

５ 出席した委員外議員の氏名

な し

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

会計管理者兼会計管理局長 森山成夫、総務部長 和田雅晴、

企画振興部長 大塚浩、福祉保健部長 山田雅文、生活環境部長 磯田健、

商工観光労働部長 高濱航、農林水産部長 佐藤章、土木建築部長 嶋津惠造、

教育長 岡本天津男、警察本部長 松田哲也、議会事務局長 二日市聖子、

人事委員会事務局長 法華津敏郎、労働委員会事務局長 稲垣守、

監査委員事務局長 牧敏弘、企業局長 浦辺裕二、病院局長 井上敏郎 ほか関係者

７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

（１）第８７号議案、第９１号議案から第９４号議案まで、第９６号議案から第９８号議案ま

で及び第１０１号議案については、全会一致をもって、第９０号議案、第９５号議案、第

９９号議案及び第１００号議案については、賛成多数をもって認定すべきものと、第８８

号議案については、全会一致をもって、第８９号議案については、賛成多数をもって、可

決及び認定すべきものと決定した。

（２）委員会審査報告書について、全会一致をもって原案のとおり決定し、委員長から出席し

た部局長に対し、審査報告書の概要について説明を行った。



９ その他必要な事項

な し

１０ 担当書記

議事課委員会班 主任 麻生由香里

議事課委員会班 課長補佐（総括） 冨高徳己



決算特別委員会次第

日時：令和３年１１月４日（木）１１：００～

場所：本会議場

１ 開 会

２ 企業会計、一般会計及び特別会計決算の認定等について

３ 委員会審査報告書について

４ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

木付委員長 ただいまから、本日の委員会を開

きます。

なお、本日は太田委員、成迫委員が欠席です。

本日は、第３回定例会で付託を受けた各会計

の決算認定等について、これまでの審査結果を

踏まえ、採決します。

また、本日は、全部局長に出席いただいてい

るので、審査報告書のまとめを行うとともに、

その内容について、概要をお伝えしたいと思い

ます。

それでは、第３回定例会で付託を受けた第８

７号議案から第１０１号議案までの各決算議案

について採決します。

まず、第８７号議案、第９１号議案から第９

４号議案まで、第９６号議案から第９８号議案

まで及び第１０１号議案について採決します。

各決算は、これを認定すべきものと決するこ

とに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

木付委員長 御異議なしと認めます。

よって、各決算は認定すべきものと決定しま

した。

次に、第８８号議案について採決します。

本案はこれを可決及び認定すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

木付委員長 御異議なしと認めます。

よって、本案はこれを可決及び認定すべきも

のと決定しました。

次に、第８９号議案について、起立により採

決します。

本案はこれを可決及び認定すべきものと決す

ることに、賛成の委員の起立を求めます。

〔賛成者起立〕

木付委員長 起立多数であります。

よって、本案はこれを可決及び認定すべきも

のと決定しました。

次に、第９０号議案、第９５号議案、第９９

号議案及び第１００号議案について、起立によ

り採決します。

各案はこれを認定すべきものと決することに、

賛成の委員の起立を求めます。

〔賛成者起立〕

木付委員長 起立多数であります。

よって、各案はこれを認定すべきものと決定

しました。

次に、委員会審査報告書についてですが、お

手元に審査報告書の案をお配りしています。

この案は、１０月２５日に開催した委員会に

おいて御検討いただき、修正したものです。

委員会審査報告書については、この案のとお

り決定してよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

木付委員長 それでは、委員会審査報告書はこ

の案のとおり決定します。

なお、第４回定例会本会議における委員長報

告については、委員長に御一任いただきたいと

思いますが、よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

木付委員長 それでは、そのようにします。

執行部の皆さんには、本委員会の審査に御協

力いただき、ありがとうございます。

各決算等の審査の結果、特に改善、あるいは、

今後検討等を求める事項について、取りまとめ

たので、いくつかの項目について申し述べたい

と思います。

お手元の審査報告書の４ページを御覧くださ

い。

２の審査結果ですが、令和２年度予算に計上

された各般の事務事業は、議決の趣旨に沿って

おおむね適正な執行が行われており、総じて順

調な成果を収めているものと認められます。

今後、特に改善あるいは検討を求める事項に

ついては、まず、（１）の財政運営の健全化に

ついてです。

本県では、行財政改革アクションプランに基



- 2 -

づき、行財政改革に取り組んだ結果、臨時財政

対策債を除いた県債残高が、前年度に比べ５４

億円余り減少するなど、財政の健全化に一定の

成果を上げています。

しかしながら、新型コロナウイルス感染症の

拡大防止と社会経済の再活性化への対策などに

より財政環境が厳しくなる中、今後の不測の事

態に柔軟に対応できるよう、一層の行財政基盤

の強化に努める必要があり、引き続き、行財政

運営の効率化、健全化に尽力していただきたい

と思います。

次に、（２）の収入未済の解消についてです。

各機関で取組の強化が図られた結果、地域改

善対策奨学金などの収入未済額は減少しました

が、一般会計及び特別会計の収入未済合計額は、

前年度を上回っています。

今後も、引き続き、収入未済の解消と新たな

発生防止に努めていただきたいと思います。

次に、（３）個別事項についてですが、次の

９項目をあげています。

①主要な施策の成果（事務事業評価）につい

て、②指定管理施設の検証について、③大分空

港海上アクセス整備事業について、④保健所職

員及び県立病院医師の時間外勤務縮減について、

⑤青少年のネット利用に関する意識向上につい

て、⑥先端技術の活用について、⑦大分県農業

非常事態宣言について、⑧建設産業構造改善・

人材育成支援事業について、⑨教員が働きやす

い学校現場の環境整備についてです。

いくつかの事項について、申し述べたいと思

います。

６ページの②指定管理施設の検証についてで

すが、公の施設の管理運営にあたっては、指定

管理者制度を導入していますが、中長期的な視

点に立った各施設の活用や管理運営の在り方を

検証することにより、より効果的な活用方法を

検討し、また議会への情報提供及び説明に努め

ていただきたいと思います。

次に、③大分空港海上アクセス整備事業につ

いてですが、本事業を進めるにあたっては、安

定運営、安全運航、地域公共交通の活性化に向

け交通事業者や地元住民など関係者への丁寧な

説明、協議を行い、必要な資料の保存・公開に

も留意しながら、県民や議会への情報提供及び

説明に努めていただきたいと思います。

次に、７ページの⑥先端技術の活用について

ですが、地域課題解決、また、働き方改革の核

としても先端技術活用の期待は高まっているた

め、コロナ禍で影響を受けた地場産業への後押

しとなるような施策を展開するなどし、新ビジ

ネスの創出と産業活力の創造に努めていただき

たいと思います。

次に、⑦大分県農業非常事態宣言についてで

すが、現在、県は関係機関と一体となり、大分

県農業総合戦略会議を設立して機動的に取組を

進めていますが、本県農業再生にかかる課題は

山積しています。各種政策を積極的に進め、関

係団体と一丸となって本県農業の早期回復に努

めていただきたいと思います。

このほかの項目についても、来年度予算に反

映させるなど、適切な対応をお願いします。

また、部局別審査において委員から出された

その他の意見・要望についても、今後の施策に

積極的に反映されることを期待し、審査報告書

の概要の説明を終わります。

以上で、本委員会に付託された決算等の議案

の審査は全て終わりました。

委員の皆さんには、長期間にわたり御審査い

ただき、ありがとうございました。

これをもって、本日の委員会を閉会します。


